あとがき by 山澤 堉宏
あ　と　が　き
　やたらに騒がしく目まぐるしい時代の中で医療も，ま
た大きなうねりの中にあります．コンピュータやハイテ
ク技術の発達と共により広大で複雑化した治療にはそれ
を支え．より深く導く研究も，また多くの課題を抱えて
います，この時期，技術面はもちろんのこと，豊かな人
間性を育成していかなければいけない医科大学は渋谷先
生の御指摘のように「大学改革を果敢に断行する千載一
遇の好機」と身をもって感じております．
　情報時代にあって新宿という最高の立地条件にある本
校は溢れるような情報がいち早く耳に入り，多々恩恵を
受けています．臨床医学はもちろんのこと，これからの
高齢化社会にあって精神面また高度医療の後の末期医療
に至るまで色々な角度からのより優れた研究と教育が大
切だと思います．鉄は熱い内に打ての例えではありませ
んが，柔軟な頭と心を持っている6年間の内に「良医の
養成」をするための基礎的教育のためにも深く踏み込ん
だ教育研究の改革は大切なことだと感じます．創学80
年という輝かしい実績に時代の波と共に押し寄せてくる
問題をいま一味エッセンスとして加えることにより「高
度専門職業人の養成機能の強化」の実現に近づくものと
信じています．
　　　　　　　　　　　　　　　　（山澤靖宏　記）
幹事会（要旨）（平成8年11月）
1．第139回医学会総会は平成9年6月7日（土）に開
　催し，特別講演，口演，ポスターセッション，ビデオ
　セッションを行なうこととした．
　当番教室：生化学教室，整形外科学教室
2．編集状況の報告ならびに編集について討議した．
3．臨床懇話会の報告があった．
　　開催報告
　　　第264回10月31日　内科学第四
　　　第265回11月26日臨床病理学
4．招待講演者の謝礼について討議し，実情を調べてみる
　ことになった．
5．平成9年からの幹事会開催時間は，現行午後2時～3
　時を午後4時～5時に変更することにした．
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